


















































Relationship between meaning of death and burnout among nurses :
































まえた先行研究（Maslach, Schaufeli, & Leiter，
2001；田中，2005）を参考にして， 5 年以下， 6
年以上20年以下，21年以上35年以下の 3 群に分類
する。 3 群に分類した意図としては，初心者とし
















年以下が28名（男性 4 名，女性24名；平均年齢 


































　 バ ー ン ア ウ ト の 症 状 を 測 定 す る た め に，
Maslach & Jackson（1981） に よ る Maslach 
Burnout Inventory（MBI）を日本の現場に合う
2） 石坂（2015）の調査対象の看護職と同一。























































=4.53，p < .05）。Tukey の HSD 検定を用いた多
重比較によると，経験21年以上35年以下群の平均
値が， 5 年以下群（MSe= .45，p < .10）， 6 年以



















B1「情緒的消耗感」 15.07 （4.39） 15.80 （4.23） 14.61 （4.25） n.s.
B2「脱人格化」 10.96 （3.42） 11.91 （4.46） 11.23 （4.08） n.s.
B3「個人的達成感」 15.46 （3.82） 13.56 （4.01） 14.03 （4.35） n.s.
尺度全体 10.57 （8.15） 14.15 （9.66） 11.81 （9.85） n.s.
注）N ＝135。














































D1「死の有意義さ」 50.57 （8.66） 50.36 （8.31） 47.70 （9.15） n.s.
D2「死の忌避」 10.29 （2.90） 9.76 （2.57） 10.60 （3.04） n.s.
D3「死による苦難からの解放」 7.64 （2.70） 7.27 （2.19） 8.11 （2.63） n.s.
D4「死の無拘泥」 6.29 （2.21） 6.27 （1.67） 7.26 （2.16） ①＜③†，②＜③*
D5「死後の永続性による受容」 6.68 （2.23） 7.27 （2.46） 7.31 （2.12） n.s.
注）N ＝135。*p ＜ .05，+p ＜ .10。
表 ３ 　看護職における死の意味づけがバーンアウトに及ぼす影響
バーンアウト尺度の各下位尺度と尺度全体
B1「情緒的消耗感」 B2「脱人格化」 B3「個人的達成感」 尺度全体
D1「死の有意義さ」 -.02 -.06 　　.35** 　-.19+
D2「死の忌避」 　.11 　.09 　.10 　.05
D3「死による苦難からの解放」 -.03 -.14 　.06 -.10
D4「死の無拘泥」 -.10 -.07 -.08 -.04
D5「死後の永続性による受容」 　.09 　.11 　.00 　.09
重相関係数（R） 　.14 　.17 　.41 　.20
重決定係数（R2） 　.02 　.03 　.17 　.04
自由度調整済み R2 -.01 -.00 　.14 　.01
注）N ＝135。**p ＜ .01，+p ＜ .10。表中の数値は標準偏回帰係数を示す。

































表 4 　看護経験年数 5 年以下の看護職における死の意味づけがバーンアウトに及ぼす影響
バーンアウト尺度の各下位尺度と尺度全体
B1「情緒的消耗感」 B2「脱人格化」 B3「個人的達成感」 尺度全体
D1「死の有意義さ」 -.47* -.20 　　.41+ 　-.53*
D2「死の忌避」 -.24 -.26 　.16 -.31
D3「死による苦難からの解放」 　.20 -.13 -.13 　.11
D4「死の無拘泥」 　.04 -.04 -.28 　.18
D5「死後の永続性による受容」 　.20 　.20 -.05 　.21
重相関係数（R） 　.55 　.30 　.63 　.66
重決定係数（R2） 　.31 　.09 　.40 　.43
自由度調整済み R2 　.15 -.11 　.26 　.31
注）N ＝28。*p ＜ .05，+p ＜ .10。表中の数値は標準偏回帰係数を示す。
表 5 　看護経験年数 6 年以上20年以下の看護職における死の意味づけがバーンアウトに及ぼす影響
バーンアウト尺度の各下位尺度と尺度全体
B1「情緒的消耗感」 B2「脱人格化」 B3「個人的達成感」 尺度全体
D1「死の有意義さ」 　.14 　.02 　.15 　.01
D2「死の忌避」 　.18 　.23 　.05 　.16
D3「死による苦難からの解放」 　.02 -.05 　.05 -.04
D4「死の無拘泥」 -.09 -.12 　.07 -.12
D5「死後の永続性による受容」 -.06 　.08 　.03 -.00
重相関係数（R） 　.20 　.21 　.20 　.17
重決定係数（R2） .04 .05 .04 　0.3
自由度調整済み R2 -.06 -.05 -.06 -.07
注）N ＝55。表中の数値は標準偏回帰係数を示す。






























































B1「情緒的消耗感」 B2「脱人格化」 B3「個人的達成感」 尺度全体
D1「死の有意義さ」 -.00 -.07 　.52** -.26+
D2「死の忌避」 　.28* 　.15 -.02 　.19
D3「死による苦難からの解放」 -.19 -.25+ -.00 -.19
D4「死の無拘泥」 -.16 -.11 -.02 -.11
D5「死後の永続性による受容」 　.21 　.11 　.04 　.12
重相関係数（R） 　.35 　.29 　.55 　.34
重決定係数（R2） 　.12 　.08 　.30 　.12
自由度調整済み R2 　.05 　.01 　.24 　.05
注）N ＝70。**p ＜ .01，*p ＜ .05，+p ＜ .10。表中の数値は標準偏回帰係数を示す。
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石坂：看護職における死の意味づけとバーンアウトの関連
Relationship between meaning of death and burnout among nurses :
A comparison by years of nursing experience
Masako ISHIZAKA
　The purpose of this study was to investigate the relationship between meaning of death and 
burnout among nurses. Participants included 153 nurses who completed the questionnaire. The 
results of the multiple regression analysis of the three groups categorized by years of nursing 
experience showed that: （1） in the group  with the least amount of nursing experience, a positive 
meaning of death was found to relieve emotional exhaustion and overall burnout, and to increase 
personal accomplishment; and （2） in the group with the highest amount of nursing experience as 
well, a positive meaning of death was again found to increase personal accomplishment and to relieve 
overall burnout. Moreover, an avoidance of death was found to increase emotional exhaustion, 
whereas viewing death as a release from suffering seemed to decrease depersonalization. Therefore, 
the study suggests that a positive meaning of death, such as the meaningfulness of death for life, 
increases particularly personal accomplishment and prevents burnout among nurses. Thus, in order 
for nurses to continue nursing, tolerance towards the ambivalence of “distance” and flexibility would 
be required.
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